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明
代
に
お
い
て
海
運
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
洪
武

・
永
楽
期
に
限
ら
れ
て
お
り
、
明
朝
の
七
分
の

一
程
と
い
う
短
期
間
に
過
ぎ
な

い
。
し

か
も
、
そ
れ
は
主
と
し
て
遼
寧

・
北
平

へ
軍
糧
を
輸
送
す
る
に
止
ま

っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
反
し
て
、
元
代
の
海
運
は
江
南

の
経

済
的
中
心
と
北
方

の
政
治
的
中
心
を
結
び

つ
け
る
大
動
脈
で
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
、
両
者
を
同
様
に
論
じ
る
こ
と
は

で
き
な

い
。
そ
し
て
、

現
在

に
至
る
ま
で
明
代
の
海
運
に
関
す
る
論
文

・
著
作
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
明
代
の
海
運
が
元
代
の
そ
れ
ほ
ど
重
視

さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る

。
し
か
し
、
元
代
に
お
い
て
海
運
が
効
果
的
に
実
施
さ
れ
た
の
も
、
至
元
十
九
年

(
一
二
八
二
)

～
至
正
十
二
年

(
一
三
五
二
)
の
七
〇
年
間
で
あ
る
。
明
初
の
海
運
実
施
は
、
洪
武
元
年

(
三
二
六
八
)
～
永
楽
十

二
年

(
一
四

一
四
)

の

四
〇
余
年

(た
だ
し
靖
難
の
変
期
に
関
し
て
は
不
詳
)
に
止
ま
る
と
は
い
え
、
実
施
期
間
が
短
い
こ
と
を
理
由
に
、
そ
の
重
要
性
を
棄
却
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、

一
定
期
間
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
元
明
交
替
期
に
東
ア
ジ
ア
の

政
治
勢
力
が
再
編
成
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
海
運
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
、
そ
し
て
、
明
朝
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
に
運
営
さ

れ
た

の
か
と

い
う
点
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

蘭

秀

山

の

乱

と

明

初

海

運

の

展

開

中
国

・
朝
鮮
史
料
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
の
変
動
の
再
構
築

は

じ

め

に

陳

波



一

元

明

交

替

期

の

東

ア

ジ

ア

海

域

の

情

勢

元
末
、
紅
巾

の
乱
が
起
こ
り
、
群
雄
が
割
拠
す
る
と
、
張
士
誠
や
方
国
珍
は
、
江
浙

地
方
の
民
間
の
豪
強

・
商
人
を
糾
合
し
て
勢
力
を
拡

大
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
元
朝
の
国
家
体
制
を
打
破
し
て
東
ア
ジ
ア
海
域
の
覇
権
を
獲
得
し
、
国
家
領
域
の
枠
組
み
を
超
え
る
強
大

な
勢
力
と
な

っ
た
。
張
士
誠
と
方
国
珍
に
よ
る
中
国
東
南
部
に
お
け
る
台
頭
は
、
江
南
か
ら
の
食
糧
供
給
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
元
朝

の

経
済
的
な
命
脈
を
絶

っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
紅
巾
軍
の
龍
鳳
政
権
は
北
方
で
元
軍
と
激
戦
を
繰
り
広
げ
て
お
り
、
元
朝

治
下

の
中
国
は
す
で
に
分
裂
崩
壊
の
状
況
を
呈
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
紅
巾
軍
の
残
存
勢
力
だ
け

で
は
な
く
、
元
朝
に
忠

誠
を
誓
う
大
小
の
軍
閥
も
、
事
態
を
収
拾
す
べ
く
、
東
ア
ジ
ア
の
各
国
に
使
者
を
陸
続
と
派
遣
し
て
救
援
を
求
め
て

い
た
。
各
種
の
史
料
か

ら
、
張
士
誠

・
方
国
珍

・
明
玉
珍

・
陳
友
諒

・
朱
元
璋
が
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
使
者
を
派
遣
し
て
い
た
事
情
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
、
元
朝
の
有
力
軍
閥
で
は
、
ボ

ロ
ト
テ
ム
ル

(学
羅
帖
木
児
)
・
コ
コ
テ
ム
ル

(拡
廓
帖
木
児
)
が
同
様

の
行
動
を
と

っ
て
い
た

。

ま
た
、
『高
麗
史
』
の
記
載
に
よ

っ
て
、
当
時
、
江
浙

地
方
を
地
盤
と
し
て
い
た
張
士
誠
や
方
国
珍
と
高
麗
と
の
間

に
は
密
接
な
往
来
が
あ

っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
往
来
に

つ
い
て
は
、
政
治
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
活
動
の
色
彩
も
強
か

っ
た

こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ

し
か
し
な
が
ら
、
明
初
の
海
運
に
関
す
る
先
行
研
究
の
多
く
は
、
政
府
が
明
代
の
海
運
の
展
開
と
実
施
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か

と
い
う
問
題
に
偏

っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
海
運
の
実
態
が
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
明
初
の
海
運
は
、
文
書

・
典
籍
に
記
録
さ

れ
る
静
的
な
制
度
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
元
明
交
替
期
の
東
ア
ジ
ア
諸
勢
力
の
交
流
を
色
濃
く
反
映
し
た
動
態
的
な
も
の
と
し
て
捉

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
象
で
あ
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
明
初
の
海
運
体
制
の
い
く

つ
か
の
特
徴
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

具
体
的
に
は
、
朝
鮮
史

料
を
活
用
し
中
国
史
料
の
不
足
を
補
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
元
明
交
替
期

の
東
ア
ジ

ア
海
域
の
背
景
、
及
び
海
運
の
主
体
で
あ
る

「運
軍
」

の

具
体
的
な
活
動
及
び
従
役
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
。



ば
な
ら
な
い

。

准

西
か
ら
勃
興
し
た
朱
元
璋
は
集
慶
府

(南
京
)
を
根
拠
地
と
し
、
陳
友
諒

・
張
士
誠

・
方
国
珍
等
の
勢
力
を
次

々
と
掃
討
す
る
と
、
洪

武
と
改
元
し
、
軍
を
四
方
に
派
遣
し
て
南
北
に
戦
線
を
拡
大
さ
せ
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
元
か
ら
明

へ
の
王
朝
交
替

の
趨
勢
は
す
で
に
決
し

て
い
た
。
し
か
し
、
明
朝

の
建
国
当
時
の
状
況
は
史
上
ま
れ
に
見
る
ほ
ど
厳
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
洪
武
五

(
一
三
七
二
)
年
正
月
に
、
明

朝
は
徐
達

・
李
文
忠

・
薦
勝
に
精
兵
十
五
万
を
率

い
て
三
路
か
ら
漠
北
に
遠
征
さ
せ
、

一
挙
に
北
元
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
た
が
、
主
力
で
あ

っ

た
徐
達

の
軍
は
惨
敗
を
喫
し
て
い
る

。
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
下
、
軍
事
と
政
治

の
中
心
を
徐
々
に
北
に
移
す

こ
と
が
決
定
さ
れ
、
皇

帝
自
身
が
辺
境
を
守
備
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
精
兵

・
猛
将
や
百
官

・
宮
室
は
徐

々
に
北
京
に
移

っ
た
が
、
北
方
で
の
戦
乱
は
絶

え
る

こ
と
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
海
運
の
重
要
性
が
高
ま
る
こ
と
と
な
り
、
明
初
の
洪
武
元
年

(
一
三
六
八
)
か
ら
洪
武
三
十
年

(
一
三

九
七
)
ま
で
、
毎
年
海
路
か
ら
遼
東

・
北
平

・
永
平
及
び
葡
州
な
ど
の
前
線

へ
兵
姑
供
給
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
靖
難
の
変

の
後
、
永
楽
元

年

(
一
四
〇
三
)
か
ら
一

二
年

(
一
四

一
四
)
ま
で
も
海
運
に
よ
る
遼
東
と
北
京

へ
の
供
給
が
行
わ
れ
て
い
る
。

明
初
に
開
始
し
た
海
運
に
よ
っ
て
、
北
上
す
る
明
軍
の
た
め
に
糧
草
が
輸
送
さ
れ
た
。
洪
武
元
年
に
、
明
朝
は
大
軍
を
派
遣
し
て
北
伐
を

行

っ
て
い
る
。
『
明
史
』
巻

一
二
六

「湯
和
伝
」
は
、
湯
和
が
受
け
た
命
令
及
び
そ
の
顛
末
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て

い
る

。

造
舟
明
州
、
運
根
直
沽
、
海
多
腿
風
、
輸
鎮
江
而
還
。

こ
れ
が
明
代
に
初
め
て
行
わ
れ
た
海
運
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
海
運
は
失
敗
に
終
わ

っ
て
お
り
、
そ
の
後
も
継
続
さ
れ

な
か

っ
た
。

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
張
士
誠
や
方
国
珍
の
残
存
勢
力
が
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
い
て
、
依
然
と
し
て

一
定
の
影
響
力
を
持

っ
て
い
た

た
め
、
海
域
世
界
が
不
安
定
で
あ

っ
た
と
い
う
背
景
で
あ
る

。
湯
和
は
洪
武
元
年
に
福
建
遠
征
を
行
い
、
そ
の
帰
途
、
昌
国
に
駐
屯
し
て

い
た
際
、
蘭
秀
山

(現
在

の
舟
山
群
島
の
秀
山
島
)
を
攻
撃
し
て
い
る
方
国
珍

の
残
存
勢
力
と
遭
遇
し
て
し
ま

っ
た
。
明
軍
は
戦
闘
の
中
で

指
揮

二
名
を
失

い
、
損
失
が
甚
大
で
あ

っ
た
た
め
、
湯
和
は
こ
の

一
件
に
よ
り
公
に
封
じ
ら
れ
な
か
っ
た

。

朱
元
璋
は
、
こ
の
事
件
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
、
本
格
的
に
方
国
珍
の
残
存
勢
力
掃
討
に
踏
み
切

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
高
麗
及



ま
ず
、
簡
単
に

『
吏
文
』
に

つ
い
て
紹
介
し
て
お
く
。
『
吏
文
』
は
、
朝
鮮
成
宗
年
間
(
一
四
六
九
～
九
四
年
)
に
、
当
時
の
官
吏
を
公
文

書
に
習
熟
さ
せ
る
た
め
に
承
文
院
が
編
纂
し
た
公
文
書
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
一
三

七
〇
～

一
四
七
六
年
に
高
麗

・
朝
鮮
両
朝
と
明
朝
廷
と
の

問
で
往
来
し
た
外
交
公
文
書
及
び
明
朝
廷
の
文
書

の

一
部
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『吏
文
』
に
は
、
『
高
麗
史
』
及
び

『李
朝
実
録
』

の
記

載
と

は
異
な
る
公
文
書
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
部
分
は
他
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な

い
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
『
吏
文
』
は

一
九
二
〇

年
代

に
日
本
の
研
究
者
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
て
以
来
、
歴
史
学

・
言
語
学

の
研
究
者
に
よ

っ
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
『
吏
文
』
の
原
本
は
四

巻

で
あ
る
。
巻

一
に
は
明
代
皇
帝
の
宣
諭
と
聖
旨
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
存
在
し
な
い
が
、
崔
世
珍
の
著
述
内
容
か
ら
推
測
す
る

と
、
白
話
聖
旨
が
収
録
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
二
、
巻
三
は
そ
の
収
録
文
書
の
年
代
が
連
続
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
巻

二
は
咨

・

二

蘭

秀

山

の

乱

の

終

息

と

明

初

の

海

運

の

展

開

び
日
本
に
使
者
を
派
遣
し
て
、
そ
の
国
外
逃
亡
ル
ー
ト
を
断
ち
、
他
方
で
は
大
軍
を
編
成
し
征
討
を
行

っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
う
し
た
対
策
を
と

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
明
朝
は
洪
武
四
年
に
至
る
ま
で
反
対
勢
力
鎮
圧
の
継
続
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
洪
武
元
年
か
ら

四
年
ま
で
方
国
珍
の
残
存
勢
力
に
よ
る
活
動
は
衰
え
を
み
せ
な
か

っ
た
。
こ
の

一
連
の
事
件
は

一
般
に

「蘭
秀
山
の
乱
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
蘭
秀
山
の
乱
に
関
し
て
は
、
す
で
に
い
く

つ
か
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
の
考
察
は
蘭
秀
山
の
乱
の
発
生
と
明

代
海
禁
政
策
と
の
関
係
に
集
中
し
て
お
り
、
明
代
海
運
の
展
開
と
こ
の
反
乱
が
ど
の
よ
う
な
因
果
関
係
を
有
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
こ
で
、
洪
武
元
年

(
一
三
六
八
)
に
開
始
し
た
明
初
海
運
に
つ
い
て
の
記
事
が
、
洪
武
五
年

(
一
三
七
二
)

に
な

っ
て
か
ら
よ
う
や
く
連
続
し
て
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
留
意
し
た
い

。
筆
者
は
、
明
初
の
海
運
の
実
施
が
蘭
秀
山
の
乱
を
め

ぐ
る
東
ア
ジ
ア
海
域
の
情
勢
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
節
以
降
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
明
初
海
運
研

究
に
十
分
活
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
朝
鮮
史
料
の

『吏
文
』
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
蘭
秀
山
の
乱
と
明
初

の
海
運
と
の
関
係
に

つ

い
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。



文
書

(
一
)

蘭
秀
山
海
賊
干
連
人
等
高
麗
高
伯

一
審
決
襲
回
事

中
書
省
糠
刑
部
呈

　

「見
欽
奉
聖
旨
、
爲
分
挾
審
決
蘭
秀
山
逆
賊
事
。
除
欽
依
審
決
外
、
爲
是
林
寳

一
等
所
供
、
情
未
壼
實
、
再
行
問
責
得
林
寳

一
状
供

"

係
昌
国
県
富
七
保
住
民
。
洪
武
元
年
正
月
二
十
四
日
、
本
保
里
長
盧
子
中
、
租
賃
葬
張
百
戸
膳
船

一
隻
、
雇
募
寳

一
等
、
充
梢
水
、

装
運
官
盤
赴
京
。
於
斜
浦
修
船
完
備
、
忽
有
葬
張
百
戸
到
來
封
説
、
蘭
山
葉
演
三

・
長
塗
王
元
帥

・
秀
山
陳
元
帥
等
船
、
都
下
海
了
。

教
我
快
趨
船
来
、
同
打
明
州
。
令
伊
男
張
子
安
、
與
寳

一
等
、
行
船
趨
到
招
寳
山
、
接
見
陳
元
帥
。
芥
張
百
戸
船
敗
陣
前
来
、
就
撲

寳

一
等
船
隻
、
於
定
海
港
守
把
。
至
三
月
初
七
日
、
有
首
賊
陳
魁
四
、
提
船
等
候
、
欄
戴
大
軍
。
至
四
月
十

八
日
到
於
崎
頭
、
迎
見

呉
都
督
軍
船
、
封
敵
敗
退
、
夏
山
韓
避
。
後
於
六
月
初
八
日
開
洋
、
至
十
二
日
、
到
於
耽
羅
。
寳

一
牧
買
海
菜
、
自
趣
本
庭
洪
萬
戸

船
、
到
高
麗
遇
見
陳
魁
五
等
。
將
布
五
匹
雇
情
、
肩
駝
綿
布
到
於
古
阜
、
就
留
伊
家
使
喚
。
洪
武
三
年
五
月
二
十
四
日
、
有
朝
廷
差

丁
百
戸
等
官
到
來
、
先
將
陳
魁
五
捉
獲
。
各
賊
家
小
倶
各
逃
避
、
陳
魁
八
與
寳

一
、
前
去
墓
山
藏
避
。
於
隣
人
高
伯

一
家
倣
飯
喫
食
、

將
蘇
木
等
物
與
詑
本
人
。
至
二
十
八
日
、
寳

一
思
付
得
、
陳
魁
八
必
是
逃
走
。
又
見
本
賊
身
畔
、
藏
帯
金
銀
等
物
、
食
圖
取
要
。
窺

伺
陳
魁
八
睡
着
、
用
大
石
塊
於
本
人
胸
堂
上
、
打
詑

二
下
身
死
。
將
伊
身
畔
金
銀
物
件
、
蓋
行
収
要
入
己
。
是
實
。

及
責
得
高
伯

↓
供

一

係
高
麗
人
氏
、
見
於
全
羅
道
住
座
。
洪
武
二
年
五
月
二
十
八
日
亜
、
有
陳
魁
八

・
林
寳

一
到
家
。
將
鍋
倣
飯
、
與
詑
蘇
木

・
白
募
井

衣
帯
八
条
。
後
見
林
寳

一
、
不
見
陳
魁
八
、
問
得
林
寳

一
、
説
稻

「陳
魁
八
往
鎭
浦
去
了
。
」
後
又
與
詑
玉
色
紗
裾

一
条

・
白
苧
布

奏

・
申

・
呈

・
照
会
で
あ
り
、
巻
三
は
盗

・
奏

・
呈

・
題
奏
で
、
そ
の
体
裁
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
巻
四
は
榜
文
で
、
そ
の
多
く
は
明
朝
の

文
書
で
、
文
言
の
要
素
が
最
も
濃

い
。
崔
世
珍
は
、
嘉
靖
十
八
年

(中
宗
三
十
四
年
、

一
五
三
九
)
に

『吏
文
』

の
語
彙
に
対
す
る
注
釈
集

で
あ
る

『吏
文
輯
覧
』
を
編
纂
し
た
際
に
、
巻

二

・
三

・
四
の
み
注
釈
を
施
し
て
い
る

。

『
吏
文
』
に
は
蘭
秀
山
の
乱
と
関
連
す
る
文
書
が
二
件
収
録
さ
れ
て
お
り
、
以
下
に
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
。

蘭
州

山

の
乱
と

明

初
海

運

の
展

開
-

中
国

・
朝
鮮

史

料

に
よ

る

東

ア
ジ

ア
海

域

世

界

の
変

動

の
再
構

築

-

(陳

)



文
書

(二
)

在
逃
糧
船
梢
工
陳
均
祥
起
取
襲
來
事

定
遼
衛
都
指
揮
使
司
捺
令
史
羅
南
山
呈

"

「洪
武
伍
年
七
月
初
五
日
、
抄
蒙
総
兵
官
征
虜
副
将
軍
榮
緑
大
夫
呉
相
府
左
相
靖
海
侯
案
験

"

『該
爲
糧
儲
事
。
着
糠
金
州
戌
禦
官
定
遼
衛
都
指
揮
愈
事
王
才
、
起
取
横
海
衛
千
戸
劉
文

・
百
戸
江
名
、
到
官
問
責
得
各
人
状
供

"

〈乗
駕
順
字
四
號
海
船
、
装
載
官
糧

一
任
玖
百
玖
十
碩
、
根
随
本
衛
指
揮
楊
活
等
、
償
運
北
平
糧
儲
。
洪
武
伍
年
四
月
初
二
日
、

太
倉
開
洋
行
使
。
至
当
月
二
十
日
、
失
離
船
宗
、
因
値
腿
風
。
有
梢
工
林
轄
五
等
、
故
將
糧
船
使
開
、
瓢
至
高
麗
王
京
地
面
山
島

濁
泊
。
當
有
梢
工
陳
均
祥

・
張
順
保

・
軍
人
林
得
九

・
余
成
五

・
林
進
、
登
岸
取
討
柴
水
在
逃
。
随
令
百
戸
江
名
、
將
引
小
旗
計

成
、
軍
人
陳
寳
七

・
金
眞

一
根
尋
、
被
本
処
馬
軍
三
十
余
騎
、
帯
四
角
笠
子
、
將
計
成
等
捉
傘
前
去
。
当
有
梢
工
林
轄
五
、
將
船

開
使
、
至
五
月
二
十
日
、
到
金
州
馬
胸
島
、
於
石
礁
上
打
砕
船
隻
、
所
装
官
糧
倶
各
瓢
流
、
溝
死
軍
人
二
名
。
〉

得
此
。
除
將
梢
工
林
轄
五
取
問
、
明
正
典
刑
外
、
糠
在
逃
梢
工
軍
人
陳
均
祥
等
五
名
、
被
捉
旗
軍
計
成
等
三
名
、
必
合
勾
取
。
爲
此
、

仰
令
定
遼
衛
令
史
抄
案
呈
衛
、
行
移
高
麗
國
、
即
便
根
勾
在
逃
梢
工
陳
均
祥
等
到
官
、
差
人
牢
固
管
押
。
井
被
捉
旗
軍
計
成
等
、

一

同
伴
送
、
赴
定
遼
軍
前
、
聴
調
施
行
。
』
奉
此
。
呈
乞
施
行
。
」

衣
二
件
。
除
外
別
不
知
謀
逆
事
情
。
是
實
。

得
此
。
洪
武
三
年
九
月
二
十
八
日
奏
奉
聖
旨

　
『
林
寳

一
既
曾
從
逆
、
拒
敵
官
軍
、
教
庭
重
了
。
高
伯

一
獲
回
高
麗
去
。
欽
此
。
』
除

欽
依
、
將
林
寳

一
移
付
都
官
部
庭
重
外
、
糠
獲
同
高
麗

一
名
高
伯

一
。
具
呈
。
照
験
施
行
。
」

得

此
。
除
將
高
伯

一
就
令
高
麗
国
差
來
左
使
姜
師
賛
等
牧
領
前
去
外
、
都
省
合
夥

杏
。
請
照
験
施
行
。

須
至
杏
者
。

右
盗
高
麗
國
王
。

洪
武
三
年
十
月
初
九
日

。



文
書

(
一
)
は
、
蘭
秀
山
の
乱
に
関
す
る
最
も
詳
細
な
史
料
で
あ
る
。
藤
田
明
良
氏

や
曹
永
和
氏

が
す
で
に
本
文
書
を
利
用
し
た
研

究
を
発
表
し
て
い
る
.
し
か
し
、
文
書

(二
)
を
利
用
し
て
蘭
秀
山
の
乱
を
考
察
し
た
先
行
研
究
は
、
存
在
し
な
い
。
筆
者
は
、
文
書

(二
)

冒
頭

に
現
れ
る

「呉
相
府
左
相
靖
海
侯
」
が
、
明
初
に
太
祖
朱
元
璋

の
起
兵
に
従

っ
た
開
国

の
功
臣
呉
良

の
弟
呉
禎
、
す
な
わ
ち
、
文
書

(
こ

の
中

に
見
え
る

「呉
都
督
」
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
呉
禎
は
蘭
秀
山
の
乱
の
鎮
圧
に
お
い
て
、
最
も
勲
功
を
た
て
た
人
物
で
あ

る
。
ま
た
、
『
明
実
録
』
及
び

『
明
史
』
等
に
よ
れ
ば
、
呉
禎
は
洪
武
四
年
に
は
蘭
秀
山
の
乱
を
ほ
ぼ
平
定
し
、
洪
武
五
年

(
一
三
七
二
)

か
ら
十

一
年

(
=
二
七
八
)
に
至
る
ま
で
海
運
を
統
轄
し
て
い
た

。
換
言
す
れ
ば
、
蘭
秀
山
の
乱
の
平
定
こ
そ
が
、
明
初
の
海
運
を
可
能

と
す

る
条
件
を
用
意
し
た
の
で
あ

っ
た
。

明
初
の
海
運
は
す
べ
て
軍
事
運
輸
で
あ
り
、
そ
の
任
務
は
、
沿
海
の
衛
所
か
ら
旗
軍
に
物
資
を
供
給
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、

明
初

の
海
運
の
実
態
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
「運
軍
」

の
来
歴
お
よ
び
組
織
形
態
に
つ
い
て
ま
ず
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
運
軍
は

史
料
用
語
で
あ
り
、
何
喬
運
輯

『
名
山
蔵
』
巻
五
〇

「漕
運
記
」
漕
軍
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る

。

軍
也
者
、
出
力
以
運
者
也
、
洪
武
中
海
運
者
也
。
洪
武
中
海
運
給
遼
左
七
十
五
萬
石
、
凡
役
官
軍
八
萬
鯨
人
、
運
軍
悉
許
附
載
己
物
資

私
用
.、
永
樂
初
三
運
皆
軍
、
軍
無
運
名
、
惟
所
命
之
。
十
二
年
漕
渠
績
、
罷
海

・
衛
二
運
、
運
軍
之
精
鋭
者
蓋
集
於
漕
、
始
以
運
名
軍
。

こ
の
記
事
に
よ

っ
て
、
運
軍
の
人
数
や
漕
軍
と
の
関
係
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
組
織
形
態
と
来
歴
に

つ
い
て
は
、
『
明

太
祖
実
録
』
洪
武
四
年
十
二
月
丙
戌

(
一
三
七
二
年

一
月
十
三
日
)

の
条
が
豊
富
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る

。

詔
呉
王
左
相
靖
海
侯
呉
禎
、
籍
方
國
弥
所
部
温

・
毫

・
慶
元
三
府
軍
士
、
及
蘭
秀
山
無
田
糧
之
民
嘗
充
船
戸
者
、
凡
十
一
萬
一
千
七
百

得
此
。
今
差
奏
差
程
忠
前
去
、
合
行
盗
呈
。
伏
請
照
験
。
煩
爲
根
勾
在
逃
軍
梢
陳
均
祥
等
到
官
、
差
人
牢
固
管
押
獲
來
。
轄
解
施
行
。

須

至
杏
呈
者
。

右
、
盗
呈
高
麗
國
王
。

洪
武
五
年
七
月
初
九
日

。



多
く
の
研
究
者
が
、
こ
の
史
料
を
明
初
の
海
禁
政
策
実
施
に
関
す
る
初
出
の
記
事
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
の
史
料
が
伝

え
る
明
初
海
運
を
担

っ
た
集
団
に
関
す
る
記
事
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
明
軍
が
蘭
秀
山
の
乱
を
鎮
圧
し
た
後
、
方
国
珍
に
属
し
て
い
た

軍
民

の
技
能
を
利
用
し
て
海
防
に
当
た
ら
せ
よ
う
と
し
た
点
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
元
代
以
来
の
船
戸
で
あ
り
、

も
と
も
と
船
舶
の
扱
い

に
長
け
て
い
た
。

つ
ま
り
、
明
初
の
海
運
に
お
い
て
は
方
国
珍
の
残
存
勢
力
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

推
測
を
裏
付
け
る
の
が
、
『高
麗
史
』
と

『高
麗
史
節
要
』
の
記
述
で
あ
る
。
ま
ず
、
『
高
麗
史
』
巻
四
二
、
恭
慰
王

一
九
年

(洪
武
三
年
、

一
三
七
〇
)
六
月
辛
巳
の
条
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

中
書
省
遣
百
戸
丁
志

・
孫
昌
甫
等
、
來
究
蘭
秀
山
叛
賊
陳
君
祥
等
。
盗
日

"
君
祥
等
積
年
在
海
上
作
耗
。
大
軍
克
平
漸
東
之
後
、
本

賊
既
降
、
復
叛
劫
殺
將
官
。
已
嘗
調
兵
往
討
、
其
賊
畏
罪
適
逃
。
今
有
明
州
人
飽
進
保
自
高
麗
來
告
、
君
祥
等
翠
其
黛
、

見
於

王
京

・
古
阜
、
匿
罪
潜
居
王
國
、
必
所
未
知
、
撫
以
爲
民
。
其
賊
誰
計
愉
生
、
好
心
實
在
、
若
使
久
居
王
國
、
將
見
染
惑
善
良
、
爲
患

匪
輕
。
忽
然
復
蹄
其
穴
、
則
往
來
既
無
少
阻
。
請
將
賊
徒
解
來
、
明
正
其
罪
、
庶
絶
好
悪
。
王
命
並
其
妻
子
及
貨
産
以
送
、
凡
百
絵
人
。

『
高
麗
史
節
要
』
巻
二
九
恭
慰
王

一
九
年
六
月
の
条
は
、
同
様
の
事
件
を
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

又
遣
百
戸
丁
志

・
孫
玉
來
、
執
蘭
秀
山
叛
賊
陳
君
祥

・
陳
魁

一
等
以
睡
。
先
是
、
君
祥
等
居
江
南
、
詐
降
於
明
、
殺
其
官
吏
、
率
徒
百

鯨
人
航
海
而
來
、
居
於
古
阜
。

藤

田
明
良
氏
は
文
書

(
一
)
と
上

の
二
史
料

の
記
述
を
結
び

つ
け
、
「陳
君
祥
」
と
陳
魁

一
・
陳
魁
四

・
陳
魁

五

・
陳
魁
八
は
皆
同
族

で
あ
り
、
前
者
は
後
者
四
人
の
父
親

の
世
代
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
『
高
麗
史
節
要
』
に
お
い
て
陳
君
祥
の
名
前
が
陳
魁

一

の
前

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
陳
君
祥
が
蘭
秀
山
の

「叛
賊
」
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

っ
た
と
結
論
し
て

い
る
。

藤

田
氏
の
卓
見
に
従
い

つ
つ
、
筆
者

は
、
文
書

(二
)
に
依
拠
し
て
さ
ら
に
新
た
な
知
見
を
提
出
し
た
い
。

そ
れ
は
、
「陳
君
祥
」

を
文
書

(二
)
に
見
え
る

「在
逃
軍
梢
陳
均
祥
」
と
同

一
人
物
に
比
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

「君
」
と

「均
」
の
字

が
異
な

っ
て
い
る
が
、

こ

の
二
字
は
音
通
す
る
。
ま
た
、
こ
の
異
同
は
、
お
そ
ら
く
明
朝
政
府
が

「君
祥
」
と
い
う
名
を
避
け
て
い
た

こ
と
に
起
因
す
る

。
そ

三
十
人
、
隷
各
衛
爲
軍
。
傍
禁
瀕
海
民
不
得
私
出
海
。



の
理
由
は
、
陳
君
祥
が
海
運
の
途
中
に
逃
亡
し
、
な
お
か

つ
蘭
秀
山
で
乱
を
起
こ
し
た
前
科
を
有
し
て
い
た
た
め

で
あ
る
。
以
上
の
事
情

に
よ
り
、
高
麗
国
王

へ
の
咨
文

で
は
、
そ
の
名
が

「
均

祥

」

に
改

め
ら

れ

て

い
る

の

で
あ

る
。
『高
麗
史
』

と

『
高
麗
史
節
要
』
は

朝
鮮

王
朝
が
編
纂
し
た
史
書

で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
高
麗

の
記
録
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
高
麗
で
は
、
誰
法
は
明
朝
ほ
ど
厳

格
な

も
の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
「陳
君
祥
」
と
い
う
本
名
が
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
嘉
靖
江
陰
縣
志
』
巻

一
六

「名
宙
」
の

記
事

は
、
こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
。

洪
武
元
年
正
月
、
進
攻
延
平
、
禽
友
定
、
閲
海
平
。
公

(呉
禎
)
還
次
昌
國
、
會
海
盗
葉
松
坂

・
陳
均
祥
糠
蘭

秀
山
作
叛
、
公
調
兵
悉

剰
之
。
三
年
論
功
行
賞
、
授
開
國
輔
運
推
誠
宣
力
武
臣
榮
緑
大
夫
柱
國
靖
海
侯
、
食
緑

一
千
五
百
石
、
賜
鐵
券

、
子
孫
世
襲
。
五
年
壬

子
、
詔
獲
兵
東
戌
定
遼
、
公
総
舟
師
敷
萬
、
由
登
州
轄
餉
以
給
海
運
、
大
濟
。

こ
こ
で
は

「海
盗
葉
松
披

・
陳
均
祥
糠
蘭
秀
山
作
叛
」
と
あ
り
、
文
書

(
二
)
に
見
え
る

「陳
均
祥
」
と

一
致
す

る
。

「陳
均
祥
」
と
記

す
史
料
が
と
も
に
明
朝
側
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

文
書

(
二
)
・
『
高
麗
史
』
・
『嘉
靖
江
陰
縣
志
』
の
記
述
を
総
合
す
る
と
、
事
件
の
経
緯
は
次

の
よ
う
に
再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

呉
禎
が
洪
武
元
年
に
陳
均
祥
の
加
わ

っ
た
蘭
秀
山
の
乱
を
平
定
し
た
際
、
陳
均
祥
は
敗
れ
て
呉
禎
に
降

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
ぐ
に
再

度
叛
旗
を
翻
し
、
将
官
を
殺
害
し
て
高
麗
に
逃
亡
し
た
。
そ
の
後
、
洪
武
三
年

(
=
二
七
〇
)
に
明
朝
は
百
戸
丁
志

と
孫
昌
甫
を
派
遣
し
、

陳
均
祥
を
帰
国
さ
せ
て
呉
禎

の
配
下
に
編
入
さ
せ
た
。
陳
均
祥
は
、
洪
武
五
年

(
=
二
七
二
)
四
月
に
海
路
で
糧
食
輸
送
を
担
当
し
た
際
、

途

中

で
再
び
逃

亡

し
た
。

海
運
を
監
督
す
る
総
兵
官
で
あ

っ
た
呉
禎

は
、

こ
の
件
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
咨
文

を
高
麗
国
王

に
送
達
し
て
、
陳
均
祥

の
帰
国
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
で
、
文
書

(
一
)
に
蘭
秀
山
の
乱
の
参
加
者
と
し
て
現
れ
る
陳
魁
五

・
林
宝

一
・
張
百
戸
を
、
文
書

(二
)
に
現
れ
る
逃
亡
梢

工
陳
均
祥

・
林
転
五

・
張
順
保
お
よ
び
軍
人
林
得
九

・
林
進
の
名
と
対
照
す
る
と
、
林

・
張

・
陳
の
姓
が
共
通
し
て

い
る
と
い
う
興
味
深
い

事
実
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
蘭
秀
山
の
乱
を
、
林

・
張

・
陳
氏
を
始
め
と
す
る
江
浙

沿
海
の
勢
力
に
よ
る
明
朝
政
権
に

対
す
る
叛
乱
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
文
書

(
一
)
に
現
れ
て
い
る
蘭
秀
山
の
乱
を
起
こ
し
た
人

々
と
、

文
書

(二
)
の
海
運
の



旗
軍
及
び
梢
工
は
、
と
も
に
方
国
珍
の
残
存
勢
力
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
明
朝
は
蘭
秀
山
の
乱
を
鎮
圧
す
る
と
、
方
国
珍
の
残
存
勢
力
の
船

舶
の
扱
い
に
習
熟
し
た
軍
民
を
衛
所
に
編
入
さ
せ
、
海
運
に
従
事
さ
せ
た
。
文
書

(二
)
の
梢
工
陳
均
祥

・
林
転
五

・
張
順
保
お
よ
び
軍
人

林
得
九

・
林
進
は
、
元
末
以
来
、
東
シ
ナ
海
に
割
拠
し
た
海
上
勢
力
で
あ

っ
た
。
彼
ら
が
海
運
の
途
中
で
高
麗
に
逃

亡
し
た
の
は
、
軍
隊
に

編
入
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
、
新
王
朝
の
体
制

の
厳
格
な
束
縛
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
、
彼
ら
の
指
向
の
反
映
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
元
末
以
来
、
方
国
珍
政
権
と
高
麗
は
密
接
な
政
治
的

・
経
済
的
関
係
を
有
し
て
い
た
。
高
麗
の
王
京
は
江
浙

地
域
と
の
頻
繁
な
通
商
に
よ
り

、
そ
の
利
益
関
係
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
も
し
住
民
が
容
認
し
、
当
局
が
黙
認
し
な
け
れ
ば
、

『
高
麗
史
』
が
伝
え
る
よ
う
に
、
陳
君
祥
等

一
百
余
人
が
高
麗
王
京
お
よ
び
古
阜
に
逃
れ
、
そ
こ
に
安
住
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

っ
た
に

違

い
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
仮
に
文
書

(二
)

の
陳
均
祥
等
が
方
国
珍
の
残
存
勢
力
で
は
な
く
、
高
麗
王
京

の
住
民
と
全
く
関
係
が
な
か
っ

た
と

し
た
な
ら
ば
、
海
運
の
途
上
、
明
朝
の
厳
し
い
法
を
犯
し
て
ま
で
高
麗
に
逃
亡
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
文
書

の
標
題

「在
逃
根
船
梢
工
陳
均
祥
起
取
獲
来
事
」
か
ら
、
陳
均
祥
が
こ
の
逃
亡
者
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
逃
亡
過
程
は
、
ま
ず
梢
工
林
転
五
が
根
船
を
出
航
さ
せ
た
後
、
陳
均
祥
等
が
機
に
乗
じ
て
上
陸
し
、
薪
と
水
を
取
り

立
て
て
逃
亡
す
る
と
い
っ
た
段
取
り
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
彼
ら
の
逃
亡
が
綿
密
に
練
ら
れ
た
計
画
的
行
動
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
以
上
の
状
況
も
、
「陳
均
祥
」
が

「陳
君
祥
」
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
だ
ろ
う
。

と

こ
ろ
で
、
方
国
珍
が
降
伏
し
た
後
も
、
そ
の
残
存
勢
力
は
、
反
抗
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
北且
爪
に
つ
い
て
、
鄭
若
曾

(
一
五
三
〇
～

一

五
七
〇
年
)
は
、
『鄭
開
陽
雑
著
』
巻
九

「海
運
図
説
」
に
お
い
て
、
元
明
の
海
運
を
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る

。

自
至
元
以
迄
天
暦
六
十
鯨
年
間
、
海
運
不
屡
、
総
其
所
失
米
数
曾
不
能
以
十

一
。
蓋
彼
時
向
意
海
運
、
召
募
雨
漸
富
戸
素
習
海
濤
之
人
、

而
以
沙
民
朱
清
張

・
喧
爲
之
使
、
且
又
禁
網
疏
闊
、
能
與
民
間
同
其
利
。
至
國
初
遷
都
北
平
、
議
行
海
運
、
編
定
里
甲
、
遁
年
輪
差
、

來
帯
私
盤
者
没
入
之
、
更
審
以
法
。
且
造
船
多
不
如
式
、
督
運
多
不
得
人
、
故
郷
民
敷
逢
其
害
、
威
以
爲
不
便
。
誠
如
元
時
故
制
、
詔

募
沿
海
巨
室
、
自
備
人
船
海
運
、
毎
運
米
萬
石
給
與
耗
米

・
行
糧
四
千
石
、
許
載
私
貨
回
臨
皿、
以
酬
其
勢
。
連
年
有
功
者
、
量
授
以
官

人
、
誰
不
樂
敷
用
乎
。
但
當
自
雇
番
客

・
吐
丁

・
漁
人

・
盤
徒
慣
習
海
濤
者
、
聴
其
所
欲
、
不
可
強
定
腹
裏
軍
民
不
習
水
性
之
人
、
以



敗
乃
事
。

第

一
に
、
元
代
の
海
運
は
政
府
側
が
輸
送
費
用
と
食
糧
を
給
付
し
て
い
た
。
第
二
に
、
海
運
に
従
事
す
る
民
間
の
勢
力
に
も
、
同
時
に
商

業
行
為
を
行
う
こ
と
を
認
め
た
り
、
功
績

の
あ
る
者
に
は
官
職
を
授
け
た
り
す
る
な
ど
様

々
な
権
益
を
付
与
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
海
賊

出
身

の
朱
清

・
張
喧
も
海
運
に
携
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
方
国
珍

の
残
存
勢
力
に
は
元
代
以
来

の
船
戸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。

以
上

か
ら
、
方
国
珍

の
勢
力
は
元
朝
の
朱
張

の

一
派
と
同
様
の
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

と

こ
ろ
が
、
明
朝
建
国
後
、
彼
ら
が
里
甲
に
編
入
さ
れ
、
海
禁
が
厳
し
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
莫
大
な
権

益
を
失

っ
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
彼
ら
は
、
蜂
起
し
て
明
朝
に
反
抗
し
た

の
で
あ
る
。

建
国
後
ま
も
な

い
明
朝
に
と

っ
て
、
方
国
珍

・
張
士
誠
の
残
存
勢
力
問
題

へ
の
対
処
は
、
そ
の
基
盤
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
問
題
で
あ

っ
た
。
張
士
誠
と
方
国
珍
政
権
は
、
江
浙

居
住
の
民
間
の
豪
強
私
商
を
糾
合
し
た
集
団
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
に
は
、

も
と
も
と
塩
の
販
売

・

海
運

.
漁
業
を
生
業
と
し
て
い
た
船
戸
が
多
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
元
末
の
混
乱
し
た
状
況
に
乗
じ
て
勢
力
を
拡
大
し
、
最
終
的
に
そ
れ
を
打

破
し

て
東
ア
ジ
ア
海
域

の
覇
権
を
獲
得
し
、
国
家

の
領
域
を
超
え
た
強
大
な
勢
力
と
な

っ
た
。

一
方
、
明
初
の
政
権

は
、
質
実
剛
健
な
准
西

武
人
お
よ
び
儒
学
正
統
主
義
を
採
る
漸
東
士
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
布
衣
か
ら
天
子
の
位
に
即
い
た
朱

元
璋
は
、
強
烈
な
個
性

の
持
ち
主
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
新
王
朝
に
と

っ
て
、
方
国
珍

・
張
士
誠
政
権
の
よ
う
な
勢
力
は
、
長
期
的
に
み
る
と
、

そ
の
体
制
を
作
り
上
げ
る
上
で
大
き
な
障
害
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
を
確
立
さ
せ
て

い
な

い
建
国
直
後
の
段

階
で
は
、
彼
ら
と
あ
る
程
度
妥
協
し
、
徐
々
に
彼
ら
を
体
制

の
枠
組
み
に
取
り
込
ん
で
い
か
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
明
朝
が
方
国
珍

の
残
存

勢
力

を
衛
所
に
編
入
し
、
海
防
と
海
運
と
い
う
重
要
任
務
を
委
ね
た
対
策
も
、
以
上
の
よ
う
な
王
朝
交
替
期
に
よ
く

み
ら
れ
る
状
況
に
対
応

す
る
も
の
で
あ

っ
た
。



表

…
運
軍

の
朝
鮮
漂
着
事
例

一
覧

番
号

1234

漂
着
時
期

洪
武

五

(
=

二
七

二
)
年

四
月

二
十

日

洪
武

二
十

(
=
二
八

七
)

年
六

月
二

日

建

文

三

(
一
四

〇

一
)
年

五
月

十
日

永

楽

二

(
一
四
〇

一
)
年

(月

日
不
詳
)

漂
流
者
及
び
そ
の
身
分

梢

工
陳

均

祥

・
張

順

保
、

軍

人

林

得

九

・
余
成

五

・
林

進

、

百

戸

江
名

、

小
旗

計

成

、
軍

人
陳

實
七

・
金
置
2

指
揮

馬
杁
、

百
戸
李

鉄
關
等

六

十

人

(身

分
不

詳

)
自

ら
高

麗

人

に
対

し

て

「以
帝

命

運

糧

干
遼

東
、

因
風
到
此

」
と
陳

述

千
戸
陳
生
等

所
属
衛
所

横

海

衛

(
留

守

都

衛

の

ひ
と

つ
、
南
京

周

辺
に
所
在

か
?
)

准
安
衛

不
詳

浙
江

観
海
衛

漂
着
地

高
麗
王
京
地
面
山
島

龍
岡
県
隆
口
徳
島

全
羅
道
長
沙
縣

(豊
海
道

)
豊
州

鎭

出
典

『
吏
文
』
巻

二

「
在
逃
糧
船
梢
公
陳

均
祥
起
取
発
來
事
」

『
吏
文
』
巻

二

「
指
揮
馬
杁
運
糧
海

船
高
麗
龍
簡
地
面
漂
泊
事
」

『
朝

鮮

王
朝

実

録

』

戊
戌

(十
日
)
條

太
宗
三
年
五
月

『
朝

鮮

王
朝

実

録

』

丙
午

(八
日
)
條

太
宗
四
年
九
月

三

運

軍

の

実

態

に

つ

い

て

蘭
秀
山
の
乱
が
平
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
海
運
の
安
全
は
よ
う
や
く
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
反
乱

の
鎮
圧
に
大
き
な
功
績

の
あ

っ
た
呉
禎
は
、
洪
武
五
年

(
一
三
七
二
)
よ
り
洪
武
十

一
年

(
一
三
七
八
)
ま
で
勅
命
に
よ

っ
て
海
運
を
統
轄

し
、
洪
武
十
二
年

(
一

三
七
九
)
に
病
没
し
た
。

蘭
秀
山
の
乱
が
平
定
さ
れ
た
と
は
い
え
、
明
朝
の
海
運
は
依
然
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
た
。
と
り
わ

け
海
運
を
担
う

「運
軍
」

に
と

っ
て
、
天
災

・
人
災
は
大
き
な
脅
威
で
あ

っ
た
。
天
候
不
良
に
よ
る
沈
没

・
漂
流
が
そ
の
最
た
る
も
の
で
あ

っ
た
。
一
三

七
二
年
か
ら

一
四

一
〇
年
の
間
に
海
難
事
故
に
よ
り
朝
鮮
に
漂
着
し
た
事
例
を

『朝
鮮
王
朝
実
録
』
及
び

『
吏
文
』
か
ら
収
集
す
る
と
、
下
の
表

の
よ
う

に
な

る
。



こ

の
表
か
ら
、
海
運
の
際
、
海
難
事
故
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
し
、
中
国
側
に
残
さ
れ
た
史
料
に
お
い
て
は
、

運
軍

に
関
す
る
記
載
は
非
常
に
少
な
い
。
『
明
史
』
巻
八
六

「河
渠
志
四
」
海
運
の
条
は
清
代
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
意
図
的
に
言

及
を
避
け
た
部
分
が
多
く
、
記
述
も
詳
し
く
な
い
た
め
、
一

次
史
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
『
明
実
録
』
に
見
え
る
記
載
は

比
較
的
史
実
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
編
年
史
料
と
い
う
性
格
上
、
記
述
が
断
片
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
ら
中
国
側

の
史
料
に
比

べ
、
中
国
船
漂
着
事
件
の
処
理
は
、
朝
鮮
王
朝
に
と

っ
て
、
「事
大
之
誠
」
を
示
す
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
朝
貢
体

制
の
大
局
に
関
わ
る
重

要
な
案
件
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
『朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
は
、
中
国
船
漂
着
事
件
に
関
す
る
詳
細
な
記
載
が
比
較
的
残

っ
て
い
る
。

朱

元
璋
は
、
運
軍
の
海
難
事
故
を
非
常
に
憂
慮
し
て
お
り
、
『
明
太
祖
実
録
』
巻

一
四
五
、
洪
武
十
五
年

(
一
三
八
二
)
五
月
丁
未
に
は
、
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七

日
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戸
施

得
、
総

旗
林

七
郎
等

総
旗
黄
進
保
等

百
戸
楊
茂
等

総
旗
奨
進
等
二
十
五
名

百
戸
呉
敏

百
戸

柳
貴

等

三

員

、

一
十
七

名

旗

軍

一
百

指

揮
孫
貴

、
千

戸
張
義

等

百
戸
徐
鎭
及
び
旗
軍
五
十
五
名

百
戸
徐
慶

蘇
州
衛
右
所

浙
江

金
郷
衛
前
千
戸
所

浙
江

観
海
衛

紹
興
衛
三
江
千
戸
所

廣

洋

衛

(
留
守

都

衛

の

ひ
と

つ
、
南

京

周
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に
所
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か
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後
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鎭
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(
?
)

浙
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所

浙
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庭
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(忠
清

道
)
尊

城

吉
州

義
州
地
面

兆
陽
鎭

豊
海
道
豊
州

全
羅
道
沃
溝

忠
清
道
韓
城
鎭

豊
海
道
豊
州

仁
州

『
朝

鮮

王

朝

実
録

』

癸
巳

(六

日
)
條

太
宗
六
年
七
月

『
朝
鮮

王

朝
実

録
』

太
宗

六
年

月
丙
子

(十

九

日
)
條

閏
七

『
朝

鮮

王

朝

実
録

』

己
酉

(二
十

二

日
)
條

太
宗
六
年
七
月

『
朝

鮮

王

朝

実
録

』

癸
卯

(十
七

日
)條

太
宗
六
年
八
月

『
朝

鮮

王

朝

実
録

』

丙
戌

(四

日
)
條

太
宗
七
年
六
月

『
朝

鮮

王

朝

実
録

』

癸
丑

(十

日
)
條

太
宗
九
年
三
月

『
吏

文

』

巻

二

「運

糧

海

船

漂

到
仁

州
山
島
事

」

『
朝

鮮

王

朝

実
録

』

太

宗

十

年

七
月

丁
卯

(二

日
)
條



次

の
よ
う
な
諭
旨
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

諭
之
日

一
其
糧
餉
歳
輸
海
上
、
毎
聞

一
夫
有
航
海
之
行
、
家
人
懐
訣
別
之
意
。
然
事
非
獲
已
、
憂
在
朕
心
、
至
其
覆
命
、
士
卒
無
虞
、

心
方
繹
。
然
近
聞
有
溺
死
者
、
朕
終
夕
不
條
、
爾
等
其
議
屯
田
之
法
、
以
圖
長
久
之
利

。

朱

元
璋
は
庶
民
出
身
で
あ

っ
た
た
め
、
下
層
社
会
の
事
情
に
通
じ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
彼
の
諭
旨
は
運
軍
の
実
情
を
あ
る
程
度
反
映

し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
掲
の
表
を
み
る
と
、
永
楽
年
間
以
降
、
海
運
糧
船
の
海
難
事
故
が
頻
発
し
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
の
制
約

か
ら
そ
の
原
因
を
究
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
背
景
に
つ
い
て
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
洪
武
年
間
に
衛
所
に
編
入
さ

れ
た
方
国
珍

・
張
士
誠
の
残
存
勢
力
で
あ
る
軍
民
は
、
永
楽
年
間
に
な
る
と
高
齢
化
と
世
代
交
代
が
進
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
後
継

者
の
航
海

・
操
船
技
術
は
先
代
に
は
及
ば
な
か

っ
た

。
こ
の
た
め
、
永
楽
年
間
以
降
、
海
運
船
の
海
難
事
故
が
頻
発
し
た
の
で
あ
る
。

ま

た
、
明
政
府
は
海
運
に
従
事
す
る
方
国
珍
の
残
存
勢
力
を
完
全
に
は
信
用
し
て
お
ら
ず
、
浙
江

地
区
に
あ

っ
た
衛
所
の
改
編
を
念
入
り

に
行

っ
た
.、
海
運
の
実
施
が
盛
ん
に
な
る
と
、
斯
江
の
衛
所
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
上
掲

の
表
は
示
し
て
い
る
。

上
掲

の
表
に
み
え
る
観
海
衛

・
金
郷
衛

・
紹
興
衛

・
寧
波
衛

・
処
州
衛
は
、
す
べ
て
浙
江

の
境
域
内
に
あ

っ
た
。
檀
上
寛
氏
の
研
究
に
よ
る

と
、

洪
武
十
年
、
明
政
府
は
、
方
国
珍

の
旧
部
数
万
人
を
京
師
に
赴
か
せ
、
翌
年
に
彼
ら
は
揚
州
等
で
荒
田
を
与
え
ら
れ
、
広
揚
衛
に
編
成

さ
れ
て
軍
屯
に
従
事
し
た
。
さ
ら
に
は
、
方
氏
の
旧

「水
夫
」

の
大
部
分
も
京
師
に
移
さ
れ
た

。
方
国
珍
の
従
子
方
明
謙
は
、
広
揚
衛

の

指
揮
使
に
任
命
さ
れ
、
湯
和
に
従

っ
て
海
防
体
制
の
整
備
に
カ
を
尽
く
し
た
が
、
間
も
な
く
不
法
行
為
に
よ
り
死
刑
に
処
さ
れ
た

。

こ
の

よ
う
に
方
氏
旧
勢
力
が
在
地
社
会
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
他
の
衛
所
に
再
編
成
さ
れ
た
の
は
、
明
朝
が
そ
の
勢
力
を
警
戒

し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
明
朝
は
蘭
秀
山
の
乱
を
鎮
圧
す
る
と
、
方
国
珍
の
支
配
し
て
い
た
温

・
台

・
慶
等
三
府
の
軍
人
及
び
い
わ
ゆ

る

「蘭
秀
山
の
田
糧
の
な

い
民
」
は
沿
海
の
衛
所
に
編
入
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
江
浙

地
区
の
海
防
の
要
地
は
、
依
然
と
し
て
方
氏
旧
勢

力
に
よ

っ
て
守
備
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
朝
が
こ
う
し
た
衛
所
を
統
御
す

る
た
め
に
、
衛
所
の
人

員
の
編
成
、
と
り
わ
け
下
級
将
校
の
任
命
に
相
当
注
意
を
払

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
代
の
地
方
志

『
海
塩
県
図
経
』
巻

一
〇

「武

秩
」
海
寧
衛
は
、
次
の
よ
う
な
王
文
禄
撰

『
衛
職
黄
志
』

の
侠
文
を
引
用
し
て
い
る
。



李
三
、
金
華
人
、
至
正
戊
戌

(
一
三
五
八
)
蹄
、
征
紹
興
、
攻
蘇
州
、
克
成
平
、
捕
蘭
秀
山
憲
、
授
興
武
衛
小
旗
…
…
升
総
旗
、
洪
武

二
十
八
年
海
運
残
、
子
復
補
、
三
十
年
升
百
戸
。

な
お
、
こ
の

『
衛
職
黄
志
』

の
序
文
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
み
え
る

。

武
職
有
公
侯
伯
、
下
指
揮

・
千

・
百
戸
、
視
子
男
世
襲
。
指
揮
上
有
把
総

・
参
將

・
総
兵

・
都
督
、
流
官
不
世
襲
。
指
揮
有
使
、
有
同

知
、
有
愈
事
。
千
戸
有
正
、
有
副
。
百
戸
有
試
、
有
冠
帯
。
…
…
有
開
國
功

・
靖
難
功

・
征
蟹
功

・
平
憲
功

・
下
西
洋
功

・
海
運
功

・

開
屯
功
。
開
國
日
菖
官
、
試
騎
射
。
靖
難
日
新
官
、
不
試
、
今
亦
試
。
功
載
内
府
冊
日
黄
、
其
副
在
兵
部
、
衛
歳
造
上
都
司
、
日
貼
黄
。

今
按
而
纂
之
、
人
各
爲
傳
、
日
職
黄
。

つ
ま
り
、
『
衛
職
黄
志
』
は
衛
所
武
官
.些
の
家
系
お
よ
び
功
績
を
記
録
し
た
档
案

に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
档
案

は
、

現
存

す
る

『武
職
選
簿
』
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

。
た
だ
し
、
『
衛
職
黄
志
』
は
海
寧
衛
が
毎
年

都
司
に
提
出
す
る

「貼

黄
」

に
基
づ

い
て
い
る
。

一
方
、
『
武
職
選
簿
』
は
兵
部
の
武
選
司
に
所
蔵
さ
れ
た
衛
所
の
武
官

の
簿
籍
で
あ
ろ
う
。
当
然
な
が
ら
、
両
者

の
来
源
は
、
ほ
ぼ
同

一
の
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
編
纂
を
経
て
い
る
た
め
、
後
者
よ
り
簡
略
で
あ
る
。

上

の
事
例
に
よ
れ
ば
、
李
三
は
至
正
十
八
年

(
一
三
五
八
)
に
明
軍
に
帰
順
し
て
蘭
秀
山
の
乱
の
平
定
に
も
参
加

し
、
諸

々
の
功
績
に
よ

っ
て
五
十
名
の
旗
軍
を
統
率
す
る

「総
旗
」
に
昇
進
し
た
。
そ
の
後
、
李
三
は
海
寧
衛
に
転
任
し
、
洪
武
二
十
八
年

(
一
三
九
五
)
に
海
運

の
途

上
で
殉
職
し
た
。
李
三
の
子
李
復
は
そ
の
職
務
を
受
け
継
ぎ
、
功
績
に
よ

っ
て
百
戸
を
世
襲
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
李
氏

一
族
は
李

復

の
世
代
か
ら
代
々
海
寧
県
に
定
住
す
る
衛
所
武
官
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
明
初
に
お
い
て
は
、
生
命

の
危
険
を
伴

う
海

運
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
自
体
が
、
衛
所
の
武
官
の
功
績
を
評
定
す
る
重
要
な
根
拠
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
蘭
秀
山

の
乱

の
平
定
に
功
績
を
立
て
た
李
三
を
、
総
旗
に
昇
進
さ
せ
て
海
運
に
従
事
さ
せ
た
こ
と
に
は
、
運
軍
の
中
の
不
穏
分
子
を
牽
制
す
る
明
朝

の
意

図
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

運
軍
は
軍
糧
輸
送
だ
け
で
な
く
、
海
運
の
際
、
沿
海
の
衛
所
を
援
護
し
、
海
賊
を
掃
蕩
す
る
役
割
も
担

っ
て
い
た
。
朱
元
璋
及
び
朱
様

(永

楽
帝

)
は
、
運
軍
に
対
し
て
、
海
運
の
途
中
で
倭
寇

を
討
伐
す
る
よ
う
に
諭
旨
を
下
し
て
い
る
。
『
明
太
祖
実
録
』
洪
武
十
七
年

(
一
三
八



四

永

楽

十

三

年

の

海

運

廃

止

に

つ

い

て

永
楽
十
三
年

(
一
四

一
五
)
、
明
政
府
は
、
大
運
河
の
改
修
を
完
了
し
て
、
江
南
と
北
方
を
結
ぶ
遠
距
離
の
海
運
を
廃
止
し
た
。

こ
れ
に

よ
り
、
元
明
交
替
を
は
さ
ん
で
百
年
以
上
に
も
わ
た

っ
て
継
続
し
た
海
運
は
、

一
応
の
終
焉
を
告
げ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

四
)
冬
十
月
丁
卯
の
條
に
は
次
の
よ
う
な
諭
旨
が
み
え
る

。

命
將
士
運
糧
往
遼
東
、
上
諭
之
日

"
海
道
瞼
遠
、
島
夷
出
没
無
常
。
爾
等
所
部
將
校
母
離
部
伍
、
務
令
整
粛
、
以
備
之
州
回
登
州
彼
巡

捕
倭
寇

、
因
以
立
功
可
也
。

運
軍
が
偶
発
的
に
海
賊
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
鎮
海
衛
千
戸
の
王
庭
は
、
洪
武
十
七
年
に
軍
糧
を
輸
送
す
る
途
中
で
、

倭
寇

と
遭
遇
し
、
戦
死
し
て
い
る

。
ま
た
、
朝
鮮

の
史
料
に
よ
る
と
、
浙
江

紹
興
衛
三
江
千
戸
所
の
総
旗
呉
進
は
部
下
を
率
い
て
太
倉
か

ら
北
京

へ
軍
糧
を
輸
送
し
て
い
た
途
上
、
倭
寇

と
遭
遇
し
た
。
旗
軍
三
十
五
名
は
戦
死
し
た
が
、
呉
進
等
二
十
五
人
は
、
危
機
を
脱
し
て
筏

で
朝
鮮
に
漂
着
し
、
中
国
に
送
還
さ
れ
た

(上
掲
表
8
の
事
例
を
参
照
)

。

さ
ら
に
、
注
目
す

べ
き
こ
と
に
、
明
朝
は
海
運
に
新
た
に
帰
属
し
て
き
た
運
軍
を
懐
柔
す
る
た
め
、
彼
ら
が
商
業
活
動
に
従
事
す
る
こ
と

を
黙
認
し
て
い
た
。
海
運
を
統
轄
す
る
総
兵
官
も
、
部
下
が
島
民
と
交
易
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
『
明
史
』
巻

一
五
三

「陳
喧
伝
」
は
、
島
民
が
運
軍
を
恐
れ
、
彼
ら
か
ら
逃
げ
隠
れ
て
い
た
状
況
を
伝
え
て
い
る

。

永
樂
元
年
命
喧
充
網
兵
官
、
総
督
海
運
、
輸
粟
四
十
九
萬
鯨
石
、
餉
北
京
及
遼
東
。
遂
建
百
萬
倉
於
直
沽
、
城
天
津
衛
。
先
是
、
漕
舟

行
海
上
、
島
人
畏
漕
卒
、
多
閉
匿
。
喧
招
令
互
市
、
平
其
直
、
人
交
便
之
。
運
舟
還
、
會
倭
寇

沙
門
島
、
壇
追
撃
至
金
州
白
山
島
、
焚

其
舟
殆
壼
。

明
朝
が
成
立
し
て
す
で
に
三
十
年
以
上
経
過
し
て
も
な
お
、
運
軍
は
依
然
と
し
て
、
元
末
の
船
戸
が
も

っ
て
い
た
荒

々
し
さ
を
保
持
し
て

い
た
。
同
時
に
、
こ
の
史
料
は
、
運
軍
が
倭
寇

を
掃
討
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
も
傍
証
す
る
。



明
朝
が
こ
の
海
運
体
制
を
廃
止
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
倭
寇

の
騒
擾
や
海
難
事
故
に
対
す
る
憂
慮
を
強
調
す
る
の
み
で
、
十

分
な
検
討
を
加
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
前
者
に
つ
い
て
筆
者
は
、
明
初
の
海
運
船
団
は
強
大
で
あ
り
、
倭
寇

に
は
こ
れ
に
対
抗
す
る
実

力
は
な
か

っ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
高
栄
盛
氏
は
、
後
者
が
明
朝
に
と

っ
て
海
運
廃
止
の
理
由
に
は
な
り
得
な

い
と
論
じ
て
い
る
豪
。

し
た
が

っ
て
、
海
運
体
制
を
廃
止
し
た
要
因
は
、
上
の
二
点
以
外
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
、
二
節
で
引
用
し
た
鄭
若
曾
に
よ

る
元
代

・
明
代
の
海
運
の
比
較
に
基
づ
く
議
論
が
よ
り
説
得
力
を
も

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
鄭
若
曾
は
、
元
代
海
運
の
特
徴
と
し
て
統

制

の
寛
大
さ
に
注
目
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
元
代
に
お
い
て
は
、
海
運
従
事
者
に
対
し
て
、
交
易
や
塩
の
専
売
を
認
め
た
り
、
功
績
あ
る

者
を
官
僚
と
し
て
任
用
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
権
益
を
付
与
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
民
間
勢
力
も
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
、
宋
末
以
来
の
海
賊
朱
清

・
張
喧
で
さ
え
も
懐
柔
さ
れ
、
元
朝
に
忠
節
を
尽
く
し
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
明
朝
建
国
後
、
海

禁
が
厳
し
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
朱

・
張
ら
と
同
様

の
立
場
に
あ
り
、
ま
た
多
く
が
船
戸
で
あ

っ
た
方
国
珍

の
残
存
勢
力
は
、
里
甲

に
編

入
さ
れ
た
。
彼
ら
が
蜂
起
し
て

「蘭
秀
山
の
乱
」
を
起
こ
し
た
の
は
、
突
如
と
し
て
莫
大
な
利
権
を
失

っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、

こ
の
反
乱
が
鎮
圧
さ
れ
た
後
、
方
国
珍
の
残
存
勢
力

の
多
く
は
、
沿
海
に
あ

っ
た
衛
所
に
編
入
さ
れ
、
明
初
の
海
運
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な

っ
た
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
明
朝
が
海
運
を
廃
止
し
た
理
由
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
元
末
明
初
に
お
け
る

船
戸
を
中
心
と
し
た
海
民
の
動
き
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

明
初
、
海
運
に
従
事
す
る
軍
民
の
状
況
及
び
海
運
に
対
す
る
沿
海

の
軍
民
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
明
末
の
王
在
晋

の
撰
に
よ
る

『
皇
明
世

法
録
』
巻
五
四

「通
漕
叙
言
」
に
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

國
初
去
勝
國
未
遠
、
沙
民
猶
能
習
海
。
余
家
生
長
海
嬬
、
嘗
聞
父
老
言
、
駆
民
轄
輸
海
粟
、
父
別
子
、
夫
別
妻
、
生
受
其
祭
、
而
死
招

其
魂
。
浮
没
如
捧
、
生
死
如
夢
。
其
幸
脱
鯨
観
之
口
、
則
以
爲
再
世
更
生
、
來
歳
復
運
、
如
蠕
姑
之
不
知
有
春
秋
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
沿
海

の
軍
民
は
、
海
運
に
対
し
て
消
極
的
な
態
度
を
と

っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
海
運
は
、
彼
ら
に
と

っ
て
大
き
な
負
担

と
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
王
在
晋
は
、
海
運
の
起
点
で
あ

っ
た
太
倉
出
身
で
あ
り
、
彼
の
明
初
沿
海
地
域
の
軍
民
の
生
活
状
態

の
描
写
は
、

一
定
程
度
実
情
に
近
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
王
在
晋
は
、
漕
運
の
重
要
性
を
鼓
吹
す
る
た
め
に
こ
の

「通
漕
序
言
」
を
記
し
た



註
(
1
)

代
表
的

な
研
究
と
し

て
は
、
呉
輯
華

『
明
代
海
運
与
運
河
的
研
究
』

(中
央
研
究
院
歴
史
語

言
研
究

所
、

一
九
六

一
年
)
、
星
斌
夫

「
明
代
海
運

の
推

移
」

(『
清
水
博
士
追
悼

記
念

明
代
史
論
叢
』
清

水
博
士
追
悼

記
念

明
代
史
論
叢
委
員
会

、

一
九
六

二
年
)
、

同

「
明
代
漕
運

の
研
究

」

(日
本
学
術
振
興

会
、

一
九

六
三
年
)
、
同

「明
清
時
代

に
お
け
る
河
運
と
海
運

」
(『
歴
史

教
育
』

}
六
-

一
〇
、

五

一
～
五
八
頁
、

一
九
六

八
年

)
等

が
あ
る
。

(
2
)

和

田
博
徳

「
元
末

の
群
雄
と

ベ
ト
ナ

ム
ー
1
陳

友
諒

・
朱

元
璋

に
関
す
る
大
越
史

記
全
書

の
記
事

」

(『
史
学
』

四
九
-

一
、

一
九

七
八
年
)
、
金
恵

宛

「高
麗
恭
慰

王
封
外
政
策
斗
漢

人
群
雄

」

(『
白
山
學
報
』

五

一
、

一
九
九
八
年
)
参
照
。

(
3
)

[)醇
三
a

元()豆
霧
(5
著
、
水
越
知

訳

「
モ
ン
ゴ

ル
帝
国

の
崩
壊

と
高

麗
恭
慰
王

の
外
交
政
策

」
(『
中
国
東
ア
ジ

ア
外
交
交
流
史

の
研
究
』
京
都
大
学
学

術
出
版
会

、
二
〇
〇
七
年
)
。

の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
記
述
に
は
偏
り
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
元
代
に
お
け
る
海

運
の
危
険
性
も
、
明
初

と
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朱

・
張
の
よ
う
な
海
賊
が
命
を
惜
し
ま
ず
海
運
に
従
事
し
て

い
た

の
は
、
莫
大
な
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る

。
そ
し
て
、
交
易
や
塩

の
専
売
、
任
官
な
ど
の
権

益
を
求
め
、
争

っ
て
船

を
建
造
し
て
糧
食
を
輸
送
し
て
い
た
元
代
沿
海
民
の
海
運
に
対
す
る
姿
勢

は
、
明
初
に
お
け
る
沿
海

の
軍
民
と
ま

っ
た
く
異
な

っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
の
は
、
明
代
海
禁
体
制
の
成
立
に
よ

っ
て
、
海
運
に
お
い
て
官
民
が
利
益
を
共
有
す
る
構
造
が
解
消
さ
れ
た
こ

と
に
起
因
す
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
海
運
に
従
事
し
た
運
軍
は
、
元
末
動
乱
期
に
お
い
て
国
家

の
統
制
か
ら
逃
れ
て
い
た
が
、

明
初

に
は
再
び
国
家
体
制
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
か

つ
て
の
利
権
を
失
う
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
厳
格
な
海
禁
体
制
に
従

順
と
な
り
、
海
域
で
の
活
動
に
対
す
る
意
欲
も
低
下
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
運
軍
が
元
末
か
ら
明
初
に
か
け
て
果
た
し
た
役
割
に
注
目
し
て
、
そ
の
実
態
と
変
容
を
解
明
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
分
析
を

起
点
と
し
て
、
明
朝
に
よ
る
海
運
の
実
施
と
廃
止
に

つ
い
て
新
た
な
視
角
を
提
出
し
た
。

こ
こ
に
大
方
の
批
正
を
乞

う
次
第
で
あ
る
。



(
4
)

和

田
清
著
、
播
世
憲
訳

『
明
代
蒙

古
史
論
集
』

(商
務
印
書
館
、

一
九
六
三
年
、

}
一
～

二
二
頁
)
参
照
。

(
5
)

『
明
史
』

巻

～
二
六

「湯
和
伝

」

(中
華
書
局
、

↓
九
七

四
年
、

三
七
五
三
頁
)
。

(
6
)

『
明
太
祖
実

録
』

巻
三

二
、
洪

武
元
年

五
月
庚

午

に
、

「
昌
國
州
蘭
秀

山
盗

入
象
山
縣
作
齪

、
縣
民
蒋
公
直
等
集

郷
兵
撃
破
之
。
初

、
方
國
珍
遁

入

海
島
、
亡
其

所
受
行
枢
密
院
印
、
蘭
秀

山
民
得
之
、
因
聚
衆
爲
盗
」

と
あ
る

(中
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
、

「
九
六

二
年
、

五
五
九
頁
)
。

(
7
)

『
明
史
』
巻

一
二
六

「湯
和
伝
」

(中
華
書

局
、

一
九
七

四
年
、

三
七
五
四
頁
)
。
ま
た
、

民
国

『定

海
県
志
』
巻
十

五

「
故
実

志
」
に
、

「洪
武

元
年

二
月
、
征
閲
師
還
、
次
昌
国
、
島

民
葉

・
陳

二
氏
聚
劫
蘭
秀

山
、
湯
和
爲

所
襲

、
失

二
指
揮
」
と
あ

る

(『
中
国

地
方
志

集
成
』
浙
江

省
輯
第
三

八
冊

、

上
海
書
店
、

一
九

九
三
年
、
五
五

五
頁
)
。

(
8
)

拙
稿

「明
初
海

運
与

海
防
的
関
係
」

(『
鄭

和
研
究
』
六
八
、

二
〇
〇

七
年

)
参
照
。

(
9
)

張
全
真

「古
代
朝
朝
鮮

官
吏
漢
語
教
科
書

『
吏

文
』
的
語
言
面
貌
」

(『
貴

州
大
学
学
報
』
社
会
科
学
版

二
五
ー

五
、

二
〇
〇
七
年

)
参
照
。

(
10
)

本
文
書

が
先
に
引

用
す

る

「林
寳

皿
状
供
」

の
内
容

と
照
ら

し
合

わ
せ
る
と
、

こ
の
箇
所

の

「洪

武
二
年
」
は
、

正
し
く
は

「洪
武

三
年

」
で
あ
る

可
能
性
が
高

い
,、

(
11
)

末
松
保
和

編

(前
間
恭

作
遺
稿
)
『
訓
読

吏
文
』
巻

二

「蘭
秀

山
海

賊
干
連
人
等
高

麗
高

伯

一
審
決

発
回
事
」

(国
書
刊

行
会

、

一
九
七

五
年
、
三
～

六
頁
)
。

(
12
)

『
訓
読

吏
文
』
巻

二

「在
逃
根

船
梢
工
陳
均
祥
起
取

発
来
事

」
(国
書
刊
行
会
、

一
九
七
五
年
、

=
二
～

一
五
頁
)。

(
13
)

藤

田
明
良

「
蘭
秀
山

の
乱
と
東

ア
ジ

ア
海
域
世
界
ー

ー
十
四
世
紀
舟

山
群

島
と
高
麗

・
日
本
l
i

」

(『
歴
史

学
研
究
』

六
九
八
、

一
九
九

七
年
)
参

照
..

(
14
)

曹
永

和

「試
論
明
太
祖
的
海

洋
交
通
政
策
」

(『
中

国
海

洋
発
展
史
論
文
集
』
第

一
輯
、

台
湾

中
央
研
究
院
中

山
人
文
社
会
科
学
所
、

一
九

八
四
年

)
。

(
15
)

拙
稿

「
明
初
海
運
与
海
防
的

関
係
」

(『
鄭
和
研
究
』

六
八
、

二
〇
〇
七
年
)
参
照
。

(
16
)

『
四
庫
禁

殿
書
叢
刊
』
史
部
第

四
七
冊

(北
京
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、

一
二

一
頁
)
。

(
17
)

『
明
太

祖
実
録
』
巻
七
〇
、
洪
武

四
年
十

二
月
丙
戌

(中
央

研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、

一
九
六

二
年
、

=
二
〇
〇

頁
)。



(
18
)

宋
代

で
は
誰

に

「天
君

玉
帝

上
聖
皇
龍

」
等

の
字
を
用

い
る

こ
と
が
禁

止
さ
れ
た

こ
と
が

あ

っ
た
。
明
初

に
忌
避
さ
れ
た
字

は
不
詳

で
あ

る
が
、

猜

疑

心
が
強
く
度
重
な

る
粛
清
を
行

っ
た
朱

元
璋

の
時
代

に
、

こ
の
よ
う
な

忌
字

が
通
行
し
た

可
能
性

は
極

め

て
高

い
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
林
徳

春

「歴
代
避
諱

特
点
浅
議
」

(『
松
遼
学

刊
』
六
五
、

一
九
九

四
年
)
を
参
照
。

(
19
)

鄭

文
康

『
平
橋
稿
』
巻

一
四

「
播
紹
宗
小
君
墓
志
銘
」

に
は

「
本
太
倉

股
九
宰

子
、
九
宰

元
任
海
道
万
戸
、
家
造

三
巨
舶
、

大
者

勝
万
石
、
中
者

八

千

、
小
者
六

千
、
歳
以
所
得
舶

脚
銭
轄
往

朝
鮮
市
貨
、

致
大
冨
」

と
あ
る

(『
影
印
文
淵

閣
四
庫
全
書
』
台
湾

商
務
印

書
館
、

一
九

八
六
年
、
第

一
二

四
六
冊
、
六
四
四
頁
)
。

(
20
)

『
影
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』

(
台
湾

商
務
印
書
館
、

一
九

八
六
年
、
第
五
八
四
冊
、

六
三

一
頁
)
。

(
21
)

『
明
太

祖
実
録
』
巻

一
四
五
、
洪

武
十
五
年

五
月

丁
未

(中
央

研
究
院
歴
史
語
言
研
究

所
、

一
九
六

二
年
、

二
二
八
三
～
二
二
八
四
頁
)
。

(
22
)

鄭
暁

『
吾
学
編
』

「皇

明
四
夷
考

」

日
本
は
、

「初
方

國
珍

糠
温
台
慮
、
張
士
誠
糠
寧

紹
杭
嘉

蘇
松
通
泰
、
諸
郡
皆
在
海

上
。

方
張
既
降
滅
、
諸
賊

強

豪

者
悉
航
海
糾
島

倭
入
窟
、
以
故

洪
武
中
倭
数
掠
海

上
。

高
皇
既
遣
使
、
命
將

築
城
増
戌
、

又
命
南

雄
侯
趙
庸
招

蛋
戸

・
島

人

・
漁
丁

・
質
竪

、
蓋
自

准

漸
至
閲
廣
幾
萬

人
、
圭{皿
籍
爲
兵
、

分
十
千
戸
所
、
於
是

海
上
悪
少
皆
得
衣
食

於
縣
官
。
洪
武
末
年

、
海
中
方
張
諸
通
賊

壮
者
老
、
老
者
死
、

以
故
労

海

郡
縣
梢
得
休
息
」
と
述

べ
る
。

(23
)

『
明
太
祖

実
録
』
巻
一

五
四
、
洪
武
十

六
年
五
月
庚
戌

に
は
、

「致
仕
参

政
野
唐
、
於

温

・
台

・
寧
波

・
紹
興
四
府
、
招
集
方

氏
薔

水
夫
、

凡
二
萬

七

千

一
十
八
人
、
至
京
師

」
と
あ
る

(中
央
研
究
院
歴
史

語
言
研
究
所
、

一
九
六

二
年
、

二
四
〇
二
頁
)
。

(24
)

檀
上
寛

「
方
国
珍
海
上
勢

力
と

元
末

明
初

の
江
浙

沿
海

地
域
社
会
」

(
『
東
ア
ジ

ア
海
洋
域

圏

の
史
的
研
究
』

京
都
女
子
大
学

研
究
叢
刊
三
九
輯

、
二

〇
〇
三
年
、

二

一
〇
頁
)
参

照
。

(25
)

『
四
庫
全
書
存

目
叢
書
』

(斉

魯
書
社
、

一
九
九
七
年
、
史
部

第

二
〇
八
冊
、

五
二
三

・
五

一
〇
～
五

一
一
頁
)
。

(26
)

明
代

の
武
官
職

は
、
大

き
く

「世
官

」
と

「流
官
」

と
に
分
け

ら
れ
る
。
衛
所
武
職

は
指
揮
使

・
指
揮

同
知

・
指
揮
愈
事

・
衛
鎮
撫

・
正
千

戸

・
副

千
戸

・
所
鎮
撫

・
百
戸

・
試

百
戸

の
九
等

に
分
け

ら
れ
、
す

べ
て
世
襲
が

許
さ
れ
て

い
た
。
梁
志
勝

「試
析
明
代
衛
所
武

官
的
類
型
」

(『
西
北

師
大
学

報
』
社
会
科
学
版

三
八
ー

五
、
二
〇
〇

一
年
)
参
照
。



[附

記
]
"
本
稿

は
、

「蘭
秀
山
之
齪
與

明
初
海
運
的

展
開
-
-
基
於
朝
鮮
史

料
的
明
初
海
運
、

運
軍
"
素
描

」

(郭
萬

平

・
張
捷
編

『
舟
山
普
陀
與
東

亜
海
域

文
化
交
流
』
浙
江

大
学
出
版
社
、
二
〇
〇

九
年

十

一
月
)
に
加
筆
修
正
を
施

し
た
上

で
、
日
本

語
に
訳
出
し
た
も

の
で
あ

る
。
翻

訳
に
際
し
て
は
、

九
州
大
学
東
洋
史
学
研
究
室

の
稲
住
哲
郎

・
福
永
善
隆

両
氏
に
ご
尽
力
頂

い
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
深
甚

の
謝
意

を
表

す
次
第
で
あ
る
。

(
27
)

『
武
職
選
簿
』

は
、
『
中
国

明
朝
档
案

総
彙
』
第

四
九
～
七

四
冊

(中
国
第

↓
歴
史
档
案

館

・
遼
寧
省
档
案

館
編
、
広
西
師
範

大
学
出
版
社
、

二
〇
〇

　
年
)

に
収

め
ら

れ
て

い
る
。

(
28
)

『
明
太
祖
実
録
』
巻

一
六
六
、
洪
武
十
七
年
十
月

丁
卯

(中
央
研
究
院
歴
史
語
言

研
究

所
、

一
九
六

二
年
、

二
五
五
〇
頁
)
。

(
29
)

『
明
太
祖

実
録
』
巻

一
六
六
、
洪
武

十
七
年
十
月

壬
辰
に
、

「兵
部

言
、
鎮
海
衛
百

戸
王
庭
出
海
運
糧
、

遇
倭

戦
殻
」
と
あ

る

(中
央
研
究
院

歴
史

語

言
研
究
所
、

一
九

六
二
年
、

二
五
五
五
頁
)
。
拙
稿

「
明
初
海
運
与
海
防
的
関
係

」

(『
鄭
和
研
究
』
六

八
、

二
〇
〇
七
年
)
も
参
照
。

(
30
)

『
朝
鮮

王
朝
太
宗
実
録
』

巻

一
二
、

六
年
八
月
癸
卯

に
、

「遣
司

課
院

直
長
金
有
珍
、
押

送
浙
江

紹
興
衛

三
江
千
戸
所
総
旗

呉
進
等
於
遼
東
。
初

、
進

等

運
糧
獲
太
倉

向
北
京
、
在
海
逢
倭
寇

、
官
軍

死
者

三
十
五
名
、
進
等

二
十
五
名
、
結
筏
漂
泊

兆
陽
鎭
、
官
給
衣
糧
、
遣

有
珍
押
送
之
」
と
あ

る

(韓

国
國
史
編
纂
委
員
會
、

一
九
七
三
年
、
第

↓
冊
、

三
七

〇
頁
)
。

(31
)

『
明
史
』
巻

一
五
三

「陳
喧

伝
」

(中
華
書
局
、

}
九

七
四
年
、
四
二
〇
七
頁
)
。

(32
)

高
榮
盛

「
元
代

海

運
試

析
」

(『
元
史

及

北
方

民

族
史

集
刊

』

七
、

一
九

八

一
年

)
参

照
。

(
33
)

朱

徳

潤

『
存

復

斎

続

集

』

「
送
丁
鎮
撫
還

四
明
海
道

」

に
、

「憶
昔
朱

張
漕
運
始
、
島

渦
浪
窟
孚
窮
探
。
白
骨
流
沙
舟
自
往
、
黄
合

牌
多
死
所
甘
」

と
あ
る

(『
叢

書
集

成
続

編
』

上

海
書

店

、

一
九
九
四
年
、
第

一
〇
九
冊
、
九
〇
人
頁
)
。

(34
)

『
永
楽

大
典
』
巻

一
五
九

四
九

『
経
世
大
典
』

「漕

運
」

(中
華
書
局
、

↓
九

八
六
年
、
第

七
冊
、
六
九
七

二
頁
)
。


